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年
頭
の
辞

　
　
　
　
　
　
　

 

参
議
院
議
員佐藤

　
正
久

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
12
月
に
安
全
保
障
3
文
書
が

改
訂
さ
れ
、
日
本
の
防
衛
戦
略
は
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
例
が
、

昨
今
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
防
衛
装
備
移
転

の
問
題
で
す
。

　

以
前
は
武
器
輸
出
三
原
則
に
よ
っ
て
防
衛

装
備
の
国
外
へ
の
移
転
は
不
可
能
で
し
た

が
、
現
行
の
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
で
は
、

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
の
観
点
か
ら
、
救
難
、
輸

送
、
警
戒
、
監
視
、
掃
海
の
5
類
型
に
限
っ

て
国
外
へ
の
移
転
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
現
在
は
こ
の
5
類
型
の
撤
廃
あ
る
い

は
類
型
追
加
の
議
論
が
国
会
や
与
党
内
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

5
類
型
が
見
直
さ
れ
れ
ば
、
防
衛
産
業
が

活
性
化
し
て
、そ
の
基
盤
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
政
治
的
に
は
防
衛
装
備
の
移
転
を

通
じ
、
政
府
が
主
体
的
に
他
国
と
の
関
係
を

強
固
に
で
き
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
勃
発
以
来
、
安
全
保

障
面
で
の
国
際
的
な
協
力
関
係
の
構
築
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
衛
装
備
の

輸
出
制
限
の
緩
和
は
政
府
が
明
確
な
意
志
を

も
っ
て
主
導
す
る
べ
き
重
要
事
項
で
す
。

　

通
常
は
、
政
府
が
国
会
へ
意
思
表
示
を
し

た
う
え
で
与
野
党
の
議
論
の
積
み
重
ね
を
経

て
法
案
を
成
立
さ
せ
ま
す
が
、
今
回
は
、
与

党
内
で
論
議
し
て
政
府
に
報
告
す
る
と
い
う

全
く
違
っ
た
や
り
方
な
の
で
政
府
の
意
志
が

見
え
づ
ら
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

「
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
明
日
の
日
本
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
岸
田
総
理
の
危
機

感
か
ら
す
れ
ば
、
議
論
の
進
展
は
待
っ
た
な

し
の
案
件
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

台
湾
有
事
は
日
本
有
事
、
そ
の
蓋
然
性
が

格
段
に
高
ま
っ
た
現
在
の
懸
念
は
、
有
事
発

生
の
際
に
世
界
は
日
本
に
軍
事
支
援
を
し
て

く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
交
関
係
の

基
本
は
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
で
す
。
普

段
か
ら
相
互
に
武
器
を
融
通
し
合
う
こ
と
で

外
交
関
係
は
強
化
さ
れ
、
そ
れ
が
抑
止
力
と

な
り
、
有
事
の
際
に
は
頼
み
の
綱
と
な
り
ま

す
。

　
「
自
分
か
ら
は
あ
げ
な
い
け
れ
ど
、
い
ざ

と
い
う
時
に
必
要
な
物
は
全
部
ほ
し
い
」
と

い
う
姿
勢
は
国
際
社
会
で
は
通
用
し
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク

で
各
国
が
互
い
に
守
り
合
う
態
勢
の
構
築
を

日
本
は
目
指
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

は
じ
め
に

　

昨
年
の
5
月
に
偕
行
社
事
務
局
か
ら
硫

黄
島
遺
骨
収
集
事
業
参
加
の
希
望
を
聞
か

れ
、
即
座
に
「
希
望
し
ま
す
」
と
回
答
し

た
の
が
発
端
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
歴
、
健
康
診
断
書
等
を
準

備
し
、
公
益
財
団
法
人
「
大
東
亜
戦
争
全

戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会
」
へ
送
付
し
、

6
月
下
旬
に
派
遣
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
出
発
準
備
が
始
ま
り
、
7
月

25
日
か
ら
8
月
10
日
ま
で
の
実
際
の
遺
骨

収
集
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
記
事
は
こ
れ
ら
概
要
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
参
加

を
希
望
さ
れ
る
皆
様
に
遺
骨
収
集
の
概
要

を
お
伝
え
し
、
慰
霊
委
員
の
一
員
と
し
て

偕
行
社
会
員
皆
様
に
更
な
る
参
加
を
P
R

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

1
　
派
遣
期
間

　
「
令
和
5
年
度　

硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨

収
集
派
遣（
第
1
次
）」は
、7
月
25
日（
火
）

か
ら
8
月
10
日
（
木
）
ま
で
の
17
日
間
の

派
遣
期
間
で
し
た
。

2
　
現
地
日
程

3
　
行
動
概
要

⑴　

出
発
準
備
（
内
示
後
）

ア　

衣
類
準
備

　

屋
外
作
業
の
た
め
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

の
作
業
服
、
路
外
用
作
業
靴
等
を
用
意
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
現
地
は
高
温
、
多
湿
で
、
し
か

も
洗
濯
回
数
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
複
数

を
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ　

生
活
用
品
準
備

ウ　

P
C
R
事
前
検
査

エ　

機
内
持
ち
込
み
荷
物
の
重
量
は
約
10

㌔
以
内
の
た
め
、
こ
れ
を
超
え
る
荷
物
は
、

事
前
に
今
回
の
総
元
締
め
で
あ
る
一
般
社

硫
黄
島
遺
骨
収
集

─
英
霊
に
拝
礼
─

　

 

慰
霊
援
護
委
員

飯
田　

平
八
郎　
陸
自
73

月　日 曜 内　容
7/25 火 前泊

7/26 水 移動・来島報告・
全体会議

7/27〜29 木〜土 作業
7/30 日 休日
7/31〜8/5 月〜土 作業
8/6 日 休日
8/7 月 作業
8/8 火 追悼式・帰還準備
8/9 水 移動
8/10 木 引渡式
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団
法
人
「
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協

会
」
に
梱
包
状
態
で
発
送
し
ま
す
。

⑵　

移
動

　

空
自
入
間
基
地
近
傍
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
で
前
泊
し
、
そ
こ
で
事
前
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
当
日
、
コ
ロ
ナ
抗
原
検
査
を
朝
5

時
に
実
施
し
、
遺
骨
収
集
推
進
協
会
に
提

出
し
ま
す
。

　

空
自
入
間
基
地
よ
り
「
C
─

2
」
輸
送

機
で
移
動
し
ま
し
た
。
硫
黄
島
に
到
着
後
、

天
山
慰
霊
碑
に
お
い
て
来
島
報
告
を
し
、

そ
の
後
宿
舎
に
お
い
て
全
体
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

⑶　

遺
骨
収
集
作
業

ア　

作
業
時
間

午
前
作
業　

07
・
40
〜
10
・
40

午
後
作
業　

13
・
40
〜
15
・
40

イ　

作
業
内
容

〇　

地
表
作
業

　

建
設
会
社
が
遺
骨
を
発
見
し
た
場
所
を

中
心
に
、
土
砂
を
掘
削
し
、
土
中
か
ら
骨

片
、
遺
品
、
弾
薬
等
を
探
し
ま
す
。

　

骨
片
に
つ
い
て
は
、
水
で
清
掃
し
た
後
、

乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後
宿
舎
へ
捧
持
い
た
し

ま
す
。

　

弾
薬
に
つ
い
て
は
陸
自
不
発
弾
処
理
隊

（
E
O
D
）
に
提
出
し
ま
す
。

〇　

地
中
作
業

　

作
業
に
先
立
ち
、
陸
自
化
学
班
が
ト
ン

ネ
ル
内
の
ガ
ス
濃
度
等
を
検
知
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
入
口
近
傍
、
ト
ン
ネ
ル
内
に

流
入
し
た
土
砂
を
除
去
し
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
遺
骨
、
遺
品
、
弾
薬
等
を
発
見
し
、
搬

出
し
ま
す
。

　

骨
片
、
弾
薬
の
取
扱
い
は
地
表
作
業
と

同
じ
で
す
。

〇　

鑑
定
作
業

　

全
国
か
ら
招
請
さ
れ
た
医
官
3
名
に
よ

り
骨
片
の
部
位
、
同
一
人
の
骨
片
か
ど
う

か
の
判
定
等
を
実
施
し
、
戻
っ
た
後
、

D
N
A
鑑
定
を
行
い
ま
す
。

〇　

自
衛
隊
に
よ
る
支
援

　

ガ
ス
検
知
等
は
陸
自
化
学
職
種
、
弾
薬

回
収
・
判
定
等
は
陸
自
武
器
職
種
、
硫
黄

島
内
に
お
け
る
地
中
作
業
、
地
上
作
業
等

の
増
援
は
海
自
、
空
自
の
増
援
部
隊
が
ほ

ぼ
毎
日
参
加
し
て
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〇　

作
業
器
材
等

　

土
工
具
等
は
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
協

会
が
事
前
に
準
備
し
て
く
れ
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
作
業
用
ラ
イ
ト
付
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
も

借
用
で
き
ま
す
。

ウ　

作
業
場
所

〇　

南
部
落
地
区

　

米
軍
が
上
陸
し
た
南
海
岸
地
区
を
見
下

ろ
す
台
上
に
あ
る
南
部
地
区
砲
台
群
の
後

方
地
区
で
、
台
端
で
あ
る
傾
斜
変
換
線
よ

り
約
2
0
0
〜
3
0
0
㍍
後
方
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
摺
鉢
山
ま
で
約
3
㌔
で
あ

り
、
上
陸
部
隊
を
各
種
火
砲
等
で
射
撃
す

る
に
は
絶
好
の
地
点
で
す
。

【
参
考
】
硫
黄
島
は
東
京
か
ら
南
方
に
約

1
2
0
0
㌔
、
父
島
か
ら
南
方
に
約
2
5
0

㌔
に
位
置
し
、
南
海
岸
擂
鉢
山
を
基
準
と

す
る
と
、
全
長
約
7
㌔
、
最
大
幅
約
5
㌔
、

最
小
幅
約
0
・
8
㌔
。
し
ゃ
も
じ
形
状
の

島
で
、
摺
鉢
山
が
最
高
峰
で
高
さ
1
6
1

㍍
、
火
山
地
帯
の
た
め
、
地
形
は
毎
年
1

㍍
か
ら
数
十
㌢
隆
起
し
て
い
ま
す
。

　

島
の
中
央
か
ら
北
東
部
が
概
ね
平
坦
で

滑
走
路
建
設
に
向
い
て
い
る
た
め
、
米
軍

の
上
陸
目
標
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
前
の
住
民
は
約
1
2
0
0
名
で
大
半

は
戦
闘
前
に
撤
収
。
こ
こ
に
約
2
万
3
0
0

0
人
の
兵
士
が
派
遣
さ
れ
、
約
1
0
0
0

人
が
生
還
、
死
者
約
2
万
2
0
0
0
人
と

言
わ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
遺

骨
収
集
作
業
が
続
い
て
い
る
が
、
い
ま
だ

に
1
万
人
が
こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
軍
の
上
陸
を
想
定
し
、
地
下
坑
道
は

地
表
か
ら
10
㍍
以
下
に
設
定
さ
れ
、
多
層

化
が
追
求
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
階
段
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
約
40
度
の
勾
配
で

歩
行
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
場

所
に
よ
り
地
熱
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

エ　

派
遣
人
数

　

約
30
人
（
内
偕
行
社
会
員
は
2
人
）

　

そ
の
他
は
隊
友
会
、
遺
族
会
、
硫
黄
島

会
、
旧
島
民
等
か
ら
な
り
ま
す
。

オ　

作
業
グ
ル
ー
プ

　

3
個
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
協
会
員
が
数
人

付
き
、
安
全
確
認
、
作
業
指
示
を
実
施
し

ま
す
。

カ　

当
方
の
強
烈
な
印
象

　

洗
骨
を
実
際
に
体
験
す
る
前
は
、
骨
は

滑
ら
か
な
一
体
の
白
骨
と
の
認
識
で
し
た

が
、
実
際
は
滑
ら
か
な
部
分
は
表
面
だ
け

で
、
内
側
は
ハ
ニ
カ
ム
状
態
、
そ
し
て
色

は
薄
い
鉄
さ
び
色
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た

（
地
下
坑
道
入
口
岩
盤
と
同
様
の
色
で
、

鉄
分
が
含
有
か
?
）。
ま
た
、
約
80
年
間

土
中
に
あ
っ
た
た
め
、
非
常
に
脆
い
状
態

で
し
た
。

⑷　

収
集
作
業
日
の
1
日
の
行
動
の
一
例

05
・
30　

玄
関
前
集
合
（
腕
章
着
用
）

05
・
40
〜
06
・
00　

朝
食

07
・
10　

拝
礼（
収
集
し
た
遺
骨
に
対
し
）

07
・
15　

午
前
作
業
集
合
（
玄
関
前
）

07
・
20　

体
操
・
朝
礼

07
・
30　

午
前
作
業
出
発
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
移
動
）

07
・
40　

午
前
作
業
開
始

10
・
30　

作
業
中
断
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10
・
40　

作
業
現
場
出
発
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
移
動
）

11
・
35　

玄
関
前
集
合
（
腕
章
着
用
）

11
・
40
〜
11
・
55　

昼
食

13
・
20　

午
後
作
業
集
合
（
玄
関
前
）

13
・
30　

午
後
作
業
出
発
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
移
動
）

13
・
40　

午
後
作
業
開
始

15
・
30　

作
業
中
断

15
・
40　

作
業
現
場
出
発
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
移
動
）　

宿
舎
内
清
掃

16
・
50　

玄
関
前
集
合
（
腕
章
着
用
）

16
・
55
〜
17
・
15　

夕
食

17
・
50　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
本
日
作
業
内

容
、
明
日
作
業
内
容
）

22
・
00　

消
灯

⑸　

居
住
環
境
及
び
生
活
状
況

ア　

2
人
部
屋
を
1
人
で
占
有
、
洗
面
台
、

ロ
ッ
カ
ー
、
冷
蔵
庫
が
あ
り
ま
す
。

イ　

2
部
屋
の
間
に
、ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー

室
が
1
室
あ
り
ま
す
。

ウ　

洗
面
台
の
水
は
飲
用
不
可
（
よ
く
見

る
と
砂
利
が
…
）
で
す
。
飲
用
の
水
は
専

用
給
水
機
及
び
氷
を
溶
か
し
た
ポ
ッ
ト
に

あ
り
ま
す
。

エ　

室
内
は
常
時
冷
房
状
態
で
す
。

オ　

外
気
温
は
最
低
気
温
27
度
、
最
高
気

温
33
度
。
た
だ
し
、
湿
度
が
高
い
た
め
、

屋
外
作
業
で
は
、
半
日
で
作
業
服
、
下
着

ま
で
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
ま
し
た
。

カ　

1
日
に
数
回
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
し
20
分
程
で
止
み
ま
す
。

キ　

基
地
地
区
に
降
っ
た
雨
水
を
集
め
て

飲
用
あ
る
い
は
中
水
に
使
用
し
ま
す
。

ク　

7
月
下
旬
は
雨
量
が
少
な
い
た
め
、

洗
濯
は
2
日
に
1
回
。
た
だ
し
、
今
回
は

途
中
か
ら
収
集
団
に
限
り
毎
日
O
K
で
し

た
。

ケ　

携
帯
電
話
は
使
用
可
能
で
す
。
ド
コ

モ
は
O
K
で
す
が
、
マ
イ
ネ
オ
は
通
じ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
施
設
や
作
業
現
場
等
の
写
真
撮

影
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

携
帯
電
話
は
自
室
で
保
管
し
、
ニ
ュ
ー
ス

等
の
視
聴
と
家
族
と
の
連
絡
用
と
し
て
使

用
し
ま
し
た
。

コ　

ラ
ウ
ン
ジ
及
び
食
堂
の
T
V
は
衛
星

放
送
の
み
O
K
で
す
。

サ　

お
酒
、
嗜
好
品
、
洗
剤
等
の
日
用
品

は
食
堂
隣
の
プ
レ
ハ
ブ
で
平
日
夕
方
1
時

間
程
度
の
間
に
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、

自
販
機
も
そ
の
横
に
あ
り
ま
し
た
。

シ　

食
堂
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
食
事
時
は
当
然
マ
ス
ク
な
し

で
O
K
で
す
。

ス　

飲
酒
は
自
室
の
み
で
可
能
で
す
。

セ　

毎
日
、
肉
体
労
働
で
か
つ
起
床
時
間

が
早
い
た
め
、
消
灯
前
の
就
寝
が
日
常
と

な
り
ま
し
た
。

ソ　

休
日
の
外
出
は
複
数
名
に
限
り
、
氏

名
、
行
先
等
を
記
入
す
れ
ば
可
能
で
す
。

⑹　

帰
路
及
び
遺
骨
引
き
渡
し
式

ア　

8
月
8
日
に
天
山
慰
霊
碑
に
お
い
て

追
悼
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
使

用
し
た
機
材
、
借
用
器
材
を
清
掃
、
整
備

し
、
撤
収
を
行
い
ま
し
た
。

イ　

8
月
9
日
、
派
遣
団
が
収
集
し
た
遺

骨
及
び
建
設
会
社
が
事
前
に
収
集
し
た
遺

骨
を
慰
霊
箱
の
状
態
で
硫
黄
島
空
港
へ
持
っ

て
い
き
、
そ
の
後
、
空
自
「
C
─

1
3
0
」

輸
送
機
で
入
間
基
地
に
移
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
硫
黄
島
空
港
及
び
入
間
基
地

に
お
い
て
遺
骨
に
対
し
盛
大
な
見
送
り
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
C

─

1
3
0
」
輸
送
機
で
は
慰
霊
箱
一
つ
に

対
し
一
つ
の
席
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
海
、
空
自
衛
隊
の
対
応
に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

同
日
夜
、
K
K
R
東
京
に
到
着
し
ま
し

た
。

ウ　

8
月
10
日　

09
・
30　

K
K
R
に
て

引
渡
式
の
予
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
・
30
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
墓
苑
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

11
・
00
、
引
渡
式
を
実
施
。
多
く
の
国

会
議
員
、
派
遣
員
を
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
各
団
体
等
の
前
で
今
回
収
集
し
た
遺

骨
を
派
遣
団
員
か
ら
厚
生
労
働
省
の
職
員

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
全
日
程
が
終
了
し
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

4
　
破
壊
さ
れ
た
米
軍
戦
車
見
学
所
見

⑴　

擱
座
場
所

　

硫
黄
島
中
央
部
に
あ
る
飛
行
場
の
西
端

か
ら
約
3
0
0
㍍
西
の
道
路
脇
に
擱
座

⑵　

米
軍
戦
車
の
状
態

ア　

車
種
は
「
M
─

4
」
シ
ャ
ー
マ
ン
。

75
㍉
砲
装
備
、
硫
黄
島
用
に
改
造

イ　

改
造
状
態

〇　

車
体
側
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ス

カ
ー
ト
が
装
着
、
厚
さ
約
90
㍉

〇　

砲
塔
後
方
に
履
帯
が
装
着

ウ　

改
造
目
的
（
推
定
）

　
「
M
─
4
」
戦
車
の
正
面
防
護
力
は
旧
日

本
軍
が
有
す
る
戦
車
砲
、
対
戦
車
砲
に
す

べ
て
の
距
離
で
抗
堪
。
た
だ
し
車
体
側
面

及
び
砲
塔
後
面
は
そ
の
ま
ま
で
は
貫
通
す

る
の
で
、
硫
黄
島
用
に
改
造
し
、
機
動
性

能
は
低
下
し
て
も
完
全
な
防
護
力
を
付
与

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

エ　

旧
日
本
軍
の
戦
車
砲
又
は
対
戦
車
砲

弾
の
命
中
部
位

〇　

車
体
上
部
右
前
方
に
数
発
命
中
痕
が

あ
る
が
、
す
べ
て
不
貫
通
で
丁
度
ア
イ
ス
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ク
リ
ー
ム
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
た
状
態

で
上
に
跳
飛
し
て
い
ま
し
た
。

〇　

右
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ス
カ
ー
ト
部
の

最
前
方
か
ら
約
80
㌢
地
点
に
数
発
命
中

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
が
破
損
し
、
中
の

鉄
筋
が
見
え
る
状
態
で
し
た
。
お
そ
ら
く
、

不
貫
通
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

オ　

各
ハ
ッ
チ
の
状
況

　

す
べ
て
の
ハ
ッ
チ
が
解
放
さ
れ
た
状
態

で
、
ハ
ッ
チ
内
面
は
全
て
黒
焦
げ
状
態
で

し
た
。

カ　

砲
塔
後
部
の
状
態

　

砲
塔
後
部
上
部
傾
斜
変
換
部
分
に
黒
焦

げ
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

キ　

擱
座
の
原
因
（
推
定
）

　
「
M
─
4
」
戦
車
は
対
戦
車
砲
等
の
攻
撃

に
抗
堪
し
た
た
め
、
火
炎
瓶
の
肉
薄
攻
撃

に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
し
ま
す
（
硫
黄
島
守
備
部
隊
の
必
死
の

戦
闘
の
一
例
）。

お
わ
り
に

　

わ
ず
か
2
週
間
強
の
硫
黄
島
戦
没
者
遺

骨
収
集
事
業
で
し
た
が
、
非
常
に
多
く
の

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
偕
行
社
会
員
皆
様
の
派
遣
団
参
加
を
期

待
し
ま
す
。

年　始　ご　挨　拶
公
益
社
団
法
人
　
隊
　
　
友
　
　
会

会　
　

長　

折　

木　

良　

一

理
事
長　

岩　

㟢　
　
　

茂

常
務
理
事　

德　

地　

秀　

士

常
務
理
事　

岩　

田　

清　

文

常
務
理
事　

山　

村　
　
　

浩

事
務
局
長　

藤　

井　

貞　

文

靖
　
國
　
神
　
社

宮　
　

司　

山　

口　

建　

史

権
宮
司　

村　

田　

信　

昌

靖
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会

会　
　

長　

中　

山　

恭　

子

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体

　
つ
　
ば
　
さ
　
会

会　
　

長　

齊　

藤　

治　

和

副
会
長　

杉　

山　

良　

行

副
会
長　

片　

山　

隆　

仁

副
会
長　

藤　

田　

信　

之

副
会
長　

谷　

井　

修　

平

副
会
長　

福　

永　

充　

史

専
務
理
事　

小　

城　

真　

一

公
益
財
団
法
人

　
　千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

会　
　

長　

鈴　

木　

俊　

一

副
会
長　

草　

刈　

隆　

郎

副
会
長　

小　

池　

百
合
子

副
会
長　

羽
毛
田　

信　

吾

理
事
長　

榊　

枝　

宗　

男

常
務
理
事　

中　

村　
　
　

勤

常
務
理
事　

杉　

本　

順　

則

常
務
理
事　

保　

松　

秀
次
郎

公
益
財
団
法
人
　
大
東
亜
戦
争

　
全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会

会　
　

長　

安　

倍　

昭　

恵

理
事
長　

山　

下　

輝　

男

専
務
理
事　

伊　

藤　
　
　

隆

事
務
局
長　

國　

澤　

輝　

生

東
　
郷
　
神
　
社

宮　
　

司　

福　

田　
　
　

勉

東
　
郷
　
会

会　
　

長　

伊　

藤　

康　

成

副
会
長

兼
理
事
長　

田　

内　
　
　

浩

編
集
長　

伊　

藤　

和　

雄

事
務
局
長　

足　

立　

晴　

夫

乃
　
木
　
神
　
社

名
誉
宮
司　

高　

山　
　
　

亨

宮　
　

司　

高　

山　

陽　

充

中
　
央
　
乃
　
木
　
會

會　
　

長　

小　

堀　

桂
一
郎

副
會
長　

耀　
　
　

英　

一

副
會
長　

葦　

津　

和　

親

副
會
長　

田　

尾　

憲　

男

事
務
局
長　

飯　

島　

正　

弘

一
般
社
団
法
人
　
日
本
郷
友
連
盟

会　
　

長　

森　
　
　
　
　

勉

副
会
長　

廣　

瀬　

清　

一

専
務
理
事　

越　

智　

通　

隆

常
務
理
事　

冨　

田　
　
　

稔

理　
　

事　

袴　

田　

忠　

夫

理　
　

事　

佐　

藤　

誠　

喜

公
益
財
団
法
人

　
　特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

会　
　

長　

藤　

田　

幸　

生

理
事
長　

岩　

㟢　
　
　

茂

副
理
事
長　

岡　

部　

俊　

哉

専
務
理
事

兼
事
務
局
長　

石　

井　

光　

政

公
益
財
団
法
人
　
日
本
国
防
協
会

会　
　

長　

中　

谷　
　
　

元

理
事
長　

岡　

部　

俊　

哉

副
理
事
長　

藤　

島　

正　

之

副
理
事
長　

宮　

代　

知　

直

副
理
事
長　

村　

野　

芳　

信

副
理
事
長　

日　

高　

秀　

敏

副
理
事
長　

武　

居　

智　

久

副
理
事
長　

鈴　

木　

壮　

治

副
理
事
長　

杉　

山　

良　

行

事
務
局
長　

宮　

内　

信　

行

公
益
財
団
法
人
　
水
　
　
交
　
　
会

会　
　

長　

杉　

本　

正　

彦

副
会
長　

佐　

賀　

幾　

雄

理
事
長　

河　

野　

克　

俊

専
務
理
事　

村　

川　
　
　

豊

事
務
局
長　

徳　

丸　

伸　

一
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